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【議案補充説明】

議案第143号 損害賠償の額の決定及び和解について

1 概要

平成 27年 6月 15日、松阪市嬉野川北町地内の農業大学校の管理ほ場におい

て、農業大学校職員がトラクターを操作し農作業をしていた際、現場近くの県

道に石等を跳ね上げ、走行していた乗用車のフロントガラスに石等が接触し、

損傷（ひび割れ）させました。

この事故については、相手方に物損分を損害賠償することで、和解する予定で

す。

つきましては、地方自治法第 96条第 1項の規定に基づき、議会の議決をお

願いするものです。

3 損害賠償の額

111, 650円

4 損害賠償の内訳

車両修理代

5 和解の内容

過失額合 1 0 （県） 0 （相手方）



［議議議充説窃】

藷薬第 144-11勢和解について

1 概要霊
平成 10年度採択の県営ふるさと幾滋奏家綴喜葬祭松下地区（伊勢市ニ兇町）

において平成 24年 5}j 2日頃、議機ミ争及び三三重燃が所有する山林の急斜硲

が降雨により綴落し、原告所有の土地；こ！？と有舎が流入するとともに、物蜜小騒

が損壊したとして、走者会、・草木等の撤去、法言語の員同議事防Jf:工事及びノト設の解

体・新設護者潟金 11 5ヌ王子守の支払いき求め、冷地方裁判所に訴えが提起され

ました。

この挙伶については、津地方裁判所より和解勧管がまちり、和解条項の内務

会主三重県にとってきまけ絞れることのできる内2撃であることから、和解金を支

払う必婆があり仇＇ ' 

つきましでは、地プア自治法第 96条第 1項第 12よ去の綴主主に基づき、和解に

ついて、議会の議決をお願いすぬるものです。

忽 支払の相手方

三重意県伊勢市二見町松下 2017緩滋 害事棟寺

3 和解金の額

226, 800p:j 

4 和解金c1)内訳

：？と紗級三去に獲十る費用

5 和解の内容

(1）原資と被後らl士、 ト）＇；ン葺平家慾ノト窓会主、平成 24年 5月 2日項、土砂

の崩落により押しつぶされたことは、桑予言えと終日当による自然、災害であり、

被告ミミ主義県総行の平成 18年変ふるさと幾遣を殺翁券業松下地区に起関す

るものではないことをど絡互に縫認する。

(2）被告符棟寺は、銀管iこ対し、本件崩落拳故iこ係るみ件小康の解体、土

砂及び樹木の撤去についての和解金として、長支 50ヌJ2, 200河の支払義務

があることを認め、これをと平成 27年 10月末阿限り康俊の指定する口窪

t，：：譲り込む方法により7:.彩、う。
(3）被告三重県i立、被告挙事1索令に対し、本件崇蕃毒事故jこ滋巡した被告務棟

令所有地内に流れ込んだ被合三三重県の土砂の撤去についての和解受注とし

て、金 22万 6,800同の支払議義務があることを認、め、これなネ成 27年 10

jヲ末日限り被告禅棟命名畿のω践に擦り込む方法により三支払う。



( 1 J rr平成27若手旗成果レポート』iこ護憲づ〈今後の『縁故運営』等iこ係る慾~Jへの喜霊祭について

草署主量生浴車整栃木躍を常任議員会
主霊祭事番号 首色気＂＂ 主緩車部局名 宮皇室主金書草書E 劉望書
312 護霊祭の護憲燃 i幾林水産部 農地中間管走塁 、 ムをど 平成27年度には、新？とlこj黙の全自主宅主李

設置し、農地築後iこ英一文崎り緩／んて了い 事務所ごとに設置した i終地中間
くとあるが、 どのよはう主に義隊りま設ん 理事業推進チームIを核として、下村
？いくのか。 黄費1色．主や義；こ な々言葉緩 罷7・JA ・農地中間管理想機f薄緑とi議j
があるが、詩7 J 人勢とi議機主襲 携を図り、
し、情報共有を濁りながら捻 お －農地域中や間管理事業を室主ぶ約iこ災後
れたい。 ずる13: モデル地区の造主主主

災－後対象1義務号事での話し合いにi白jiすた

－重手ま議義と総ま務護官会僚による状況把握
〈乃 ごとの人ー農地プラン作成号事

号事のあL総さと送主主ち、差是主患の集積・祭
約fとさH金支撃していきます〉

313 
林と森業林のづ援く実り

農林水産部
CLT建護霊設｛もjね経抵合の内綴でわ車せの整供方た塁給向手主体が主パ市直jネ交す c 関て多L産係い業？母容のる子依隊が会i絞然隊C体殺マL総iすT段重がにf軽r ついては、 県／るレ）よ6うワにー や、

内（［） や術究等を
行つ 、すでに県内

取りま設うt支争荷役終った漆築業者号事 の幾多庭 用いて、県内
O)j鉄内の状況はどのようなもの で建築をftう専務似lも似てきている状
か。 CLT泳、今後議書襲警の主主大が 況です。
事境符される幾多を警本さ主ぎ税て？あり、 県とし
てちE警の裏金i古i されたい。

県としても研修会護や霊祭現地兇学会を
開催するとともに、 さ葬祭法など
関係法令の改TI:状況をと主主総していき
ます。

みえ森と緑の県民税について、 みえ豪華と縁の猿尽き誌については、
導入から 1年が絞過したが、絞め FえZと政だよりやざ務ま潟、事長官室宣言で司？CM
使途に関し、県民等へのj潟長毛官主会Q主j公簿 どf、さま まな媒体を箔隠し、熱
だト努分でないことから、受を 民す亡s改〉皆さんへ｝毒素Eを図ってき三去し
知にめられたいG

fこ 今後i主事業成果を理解して
いただくことが重要と考えており、
：本総7月仏平成26年度に実施した

I ；然、市町毒事業について、事業成果発
送受話器：／£＇続H割程き設したところです。

引き 、市町と連携して、実主多主様す
Yな海草体安打~－r目した広な報機活会動を
るととおに、綴々 をま是え、第
知lこ努めてど長いります。

木材ののか織輸む村的出三について、 今年度の 平関係成各27俸会I）！の奪主多義謀総本ぎの総出金i土、 県
県富益材 見込みはどうなって と じて立主総会主霊めるこ
いるの 。 淡iili·~生イじのために、 とによ号、平成~6然皮づ災れ緩から精力日
市町とi堅金持してオ王将の輸出iこ取り するものと考えてい議
組まれたいc 今委主後及びi土総、木本会総務lこ取り級む三善策

者 協議の ~Iうなる鉱大lζ肉
けて、市町と情報共有会関りなが
ら、海外における需害後話器緩や輸衡に
関する研修会の開催、車議l:fjfi話線ア柱。う i
供給事業支者援が行う選別・仕分iア義主要警
等への に取り組んでいき玄十。



(3) 食の安全温安心の確保に闘して実施した施策iこ関する年次報告審について

f誌のをた±・安心の確保に関して実施した施策に関する年次報告書；之、「三議然食の安

余・安心の磯係に関する条例」（以下「灸{7ijJというc）第8条の鏡定に基づき、毎年1問、県

議会に報告なし、公表することとされています。

年次報告著書（平成26年度綴）の機妻

1 平成26年度におけるま量（！）安全・安心に関する情勢

平成25匁主主に発委主した米穀の産地偽装等の毛算案合受け、平成26年度も、再発妨ょとに

肉け、主任毅立支援護手ヌ染者；と対し、JAS法、食糧法、米トレーサピリティ法に基づく立入検査や

DNA検査等の科学的検支援により監視指導体制の強化を関仏米殺さ撃の取引記録のf字成

主主び保存、産地情報の伝送量削ζ関して指導を行いました。

また、平成26年7月に、鉄内iこ$＇舗を持つ事業者によるや肉撃事(f)不適IE変示事案が発

覚しましたが、精肉事業者等iこま守してコンブライアンス研修会を開催十るなど、適正表示が

行われるよう取り組みましたa

平成26年度の食中毒の発生状況は、疑内では12件発生、患者数は、 697qsマした。

条例に基づく、食品(f)自主的絞め報告が13件ありました。

2食の安全・賢官心確保施策の体系及び縫滋体制i

食の安全・安心確保のための施策i立、食品衛生法などの法律、条例、4つのさまみ約jj

1匂と爽織すべき認め施策を定めたf三猿然食の安全・安心確保基本方針j

しています。

施策を総合約に推進ずる庁内推進体制として、条例第 11灸；こ姦づき設霞された

系金の安全・安心被保捻進会議Jを3回、同事字幕事会主~2［！＇！］問機し、精肉の適正表示に対す

る対応、年次事革命警察、三三五五然食の安全・安心篠係行動計綴についての審議や、食の安全・

安心確保に関する情事長手左手ずさと留りましたD

また、条例第 28:1l長に滋づき設翠されたf三重累食の安±・淡心機係のための検討会議J

（委員：消費者、食品関漆家業者、学雲表緩験者）をl回開依し、年次報告審（案）、会の安

全・安心の確保に認する家言葉について審議、得意見をいただ合議したa

3 平成26年度に実施した総策

2ま本的方向ごとのさ長な取総は次のi滋りでナロ
I ；婆ヌド的方向1食品等の生産から力日；：］：：・調理・販売に至るまでの歎視綴導体織の充実

信長差薬、肥料、飼料、動物及び7]¥.gj[用医薬品の製造事業者や薮交察業者、主主浅草子への

ヨ主人検歪芝、指導等を行いました。

争勝管出版性大腸菌等によるf是正p~祭発主主紡ll:対策の強化を重点監視指導事務隠として、

施設ランクlこ芯じた監視指導を行し

③（…社）：：＝.滋然食品衛生協会が実悠”する~＠H努議事と連携し、表示指導の周知や数棟掬

導を設さ施し決した。

④不当務取引指導専門員会1景品表示法の緩点から食晶表示の確認、指導を行し

⑤県内う絞殺取扱毒事業務に女守する立入検まま、 DNA検資考察の科学的検査を実施し3ました。

4 



⑥食品の残留農薬等の検査では、製造・販売者への指導等により、すべて適合となり

ました。

⑦食肉検査、県産牛肉の放射性物質検査、貝毒検査を実施しました。

基本的方向2食品関連事業者等が主体的に食の安全・安心確保に取り組みゃすい環境

の整備

①カキによる健康被害発生を予測するノロウイルス検出結呆等や、事業者等の取組をホー

ムページで公表しました。

②事業者のコンブライアンス意識向上への自主的な取組促進のため、コンブライアンスチ

エツクリストを作成しました。また、平成 26年度から、 10月を「三重県食の安全・安心確保

推進月間」と定め、事業者に対し、コンブライアンス研修会を開催しました。

③「みえの安全・安心農業生産推進方針」に基づき、 GAP（生産工程管理）の導入支援、

指導者の養成を行いました。

④畜産物、きのこ、野生獣肉の品質確保のため、品質・衛生管理マニュアル等に基づく適

正な管理等を推進しました。

⑤「みえの安心食材」について 102品目の基準設定、 989件の登録となりました。また、「み

えの安心食材」の認定を県のブランド米「結びの神」の要件とすることにより、制度の拡大

につとめました。

⑥「三重県食品の自主衛生管理認定制度」を推進し、平成 26年度は新たに5施設で取組

が開始され、取組施設数が合計で 168施設となりました。

⑦「みえジビエ登録制度」の普及拡大に努め、 25事業者、 44施設を登録しました。

基本的方向3情報提供や学習機会の提供により県民の合理的な選択を促進する環境の

整備

①県民が食の安全・安心に関する知識と理解を深め、判断、選択を行えるようホームベー

ジ、県政だより、情報誌、パンフレット等で食の安全・安心に関する情報の提供を行うとと

もに、食の安全・安心に関するテーマを設定し、出前トーク等（9回、 272人）を開催しまし

た。

②子どもたちが食の大切さを学び、望ましし、食習慣を実践していくことができるよう、学校で

の食育推進のための食育推進講習会を開催するとともに、地場産物を利用した「みえの

地物が一番！朝食メニューコンクール」を実施し保護者、地域への啓発を行し、ました。

｜基本的方向4 多様な主体の相互理解、連携等による県民運動の展開

①県民の食の安全・安心に対する意識や、行政の取組の認知度を把握するため、県のe-

モニターを活用したアンケート調査を実施しました。また、食品衛生などに関するリスクコミ

ュニケーション（22回、 1,002人）を実施し、県民との相互理解を図りました。

②平 成25年6月に公布され、平成27年4月に施行された食品表示法について、制度の周

知を行うため、講習会（441回、 13,309人）を開催しました。

③事業者、関係団体の協力のもと、年間を通して、「食の安全・安心ミニ情報」を広報誌等

に掲載していただき、食の安全・安心に関する PRを行いました。

5 



(4）指定管理者が行う公の施設の饗理状況報告について

1 管濠状況の議議会への報告（平成初年皮分｝

務IE~警務省制度に関する取扱要綱iこ築づ念、指定努環者が行う前年度分の施殺の傍線

状況考察を報告やる必嬰があるため、長基本字詰＜il装警5が務IE管王票者に管理を行わ刊さる施設の平

成 26年皮lと係：：；：，"i雪煙状況報告を行うものでwれ

2 農林水産部における総定管理者制度の状況

農林水産部が橋支合後怒号苦に管理を行わせた施設は次の3施設ですの

公の主義設 指定管理者 指定場爵

平成26年4月1s～ 
＝重燥地方露l売市場 ぷ界 中央市場すネジメント株式会社

本長支31生存3月31日

特定非営手！J活動法人 不良文23年4月1日～
三三媛県誌の森

三E支店義務然潔境保全ぞンター ネ成28年3月31日

平成23年4月1日～
二主重県 k野森林公園 伊賀森林；総会

平成28年 3Jl3113

3 静備選審議

( 1〕翁定繁灘署troEI己評纏の基準

〈じを雪渓業務♂）5祭主主状況の評他民分

苦手綴区分 fAJ → 業務計爾を！｜際競に策絡し、特；こ優れた実績を上；ずでいるの

評総長主分 fBJ → 業務計画を蝦溺に災絡している。

評錨じま分 fCJ → 業務計iiiを十分には災織で、きていない。

評価阪分「DJ → 業務計画の実織にぬけて、大きな改善を要する。

②施設の利別状況の評極限分

評価ぽ分 rAJ 吋 お初め包擦を達成し、終に優れた実績を上げている。

評価区分「BJ → 労務の忌擦を達成してし、る。

評価区分仁CJ 吋 与当初の呂擦を十分には遼成でiきていないc

評価区分 fDJ -" 当初の困撲を達成できず、大iきな己主義警な重要する。
③成果邑察及びその爽緩め評飾区分

評綴区分 IAJ → 足立主義闘機を全て達成し、特に優れた話連殺さと上げている。

評錨区分 fBJ → 成果関擦を幾成しているc

評価区分 fCJ 

評価区分「DJ

( 2）県の評価基準

→ 成巣闘機を十分には達成できていないα

→ 成果関線香ど遺言戒できず、大きな改替を遺言する。

評価区分 f十J（プラス〉 →指定管綴緩め自己評価に比べて高く評紙十る0

3平仮区分 r-J （？イナス）→指定管燃緩め自己評価に比べて｛尽く評飾ずるむ

言手術区分？ J （空白〉 →指定管滋草？の向日評価と概ね同じ評価とするむ
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機殺の:g事事
指定繁警護著者

指定綴僚

業務の内容

成果目標

完走塁悪思緩iこ
事きする実事童
( :i:p:主主総年度）

2平級王震闘の内容

県の総括的な
官事｛涜

指定管理者が行う公（／）絡殺の草野綾状況報告く平成26年度分〉｛級事喜〉

品媛県地方卸売市場

みえ中央市場マネジメント株式会全土

王子足立26年4月l日～平成31年3./131F-l 

1 市場事業の実施に関する還さ務
2 市場内での業務の承認等iこ燃すミ5~議選奪
3 方面殺の利用の許可等に翁ずる選定義著
4 利用料金の収受等iこ関する議室豪華
。 線放の維持管淫等iこ潟ずる芸達塁審
6 日コ飽i巣が市場6ワ管護送？雪上必還さと語審める多義務

施設事！Jjjj泌を議及率〈平均） 90%以上
rn緩めx多記入ね（年間延べ数） 3 l.i人以上
襲警巡言語、長主流会義後への入場者数（年間） 1 2' 0 0 0人以上｛議定管君主管が設定した密機｝
rn主義ブランド衡あ塁悪夢き数（ 5年間） 5ぷ（f読まさ宅苦線審ーが霊安定した吾妻要〉
子告緩からのごみ排出没何年間） 50%減少｛守護軍主管遼若手金支設定した自害事）

主市主霊場堂利用t邸恋宅人資比叡 （不均） 9 1. 設号も
き詰めさ芝 ω（年関紙べ数） 2 1杢 1語。人

関連街品発機械への入場者数（年間｝ 10, 250人
市場ブランド術品開発建立（ 5年間） 5怠
市場からのごみ排出数 5学問） 1 0. 4ちも議案少

指工主ミ安芸恩革ま(f)隊隊員手イ認 燃の合平｛悩
日25 H26 H25 日26

B B 十

B 1己

B 〈コ

必要量豪華の承認雪量等に憶する繁華器、自主絞め利用の許可等に関する業務及tJ主義語交の主義宗寺管潔
絡に義還する 務については、条例・士見則・基本協定蓄や指定幸若葉章者設立作成した努事選重要
警R察、？にュアル等に基づき、公IE.公平マ、かっ士迅速な事務長さ獲が行まぶれた。惨事務
議室気綴：鎗、給排水設備、汚水処奇型機絞禁事受章受芸会薮設の然守点検委託、小完売機 工務

についても場内事業者から要望があうたヨ：壊のうち、緊急径のあるむのから務長義的に
設さ主義し、 i滋況な施設の維持管潔走行っ
ミ収妻子入幹事き卒詩の滋営にあたっては、徹底し 口スト？後警護霊安行うで場内事業者からの和jJ有料会

により管理・運営され、警もからの綴銭 安態学Hとぷ、還さとせず、健全な主張営が関ら
れたの
③j博容認え式市読ま長縁誇づくちに向けて、者市議の浴後イヒミ雲験会で鈎ラ宅金襲練の全面禁煙を決定した
り、ごみ 作戦本部で各事業 ごみ処理主委託生誌の公平枚、公正性の観点からごみの
ままに応じて室主総ナる f従長室苦言ljJ (f)導入iこ肉げて、機内協調4系（若手と積梅的に議論し、合言霊
形成主観閲っ？と。
③主藍霊堂手iJJ話料三授の李基議案6う豪華鏡（20年度対比ム2日%） ~f子うとともに、 市場守主設事Jf程
料金のき外議免線2重意義j さを選芝買さし、君主進存事業者の経営＇.／；＜！食会関言語与3とともに、遊休主主設の事j匁
促進と からの続完発入般の俊 に努めた結果、関滋ぷ流機淡に？を室主主E新波涛業し
？之ロ
さ号室手fl1 販のにぎわい子行機デーや地域イベントへのl±lr.君、さらに後後発径の新ツ~1v
としてフェイスブック令交ちょげた。

⑦惨地事主大主長津のを波提紡供災(f)逃意すiず渡れ対策として音量鐙された津波避難タワーにJコいて、封忠実案。つ自治会に
るとともに、~献地域し自治会、近隣事業者とともに会問。う滋襲撃訓練を行い、
織の向上に た

※黙の5平総について
宅奇想主芸義務(f)実言語状況：指定管理容の陶臼霊平側とi潟じ評価とした3

3範絞め辛苦浴状況：指定管獲革まの自己務総と閉じ百平仰とした。
総事襲j乏びその楽章賓：指定号著書担若手の自己線側と｜湾じ言平織とした。
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施設の::g害事

十室Ii;;繁王襲準宮

滋2主主議長選

業務の内容

成果包標
' 

認定祭忌猿iこ
対ずるさ量緩
〈主事長主26年度）

3事｛総攻鴎の内容

燥の総括的な
言平Jilli

指定管理者がffう公の総数の管理恵状況報告く平成26年度分〉〈孝義重要｝

ニユ議県祭の森

特定非営利活動法人＿］葉県防安全装義務設｛糸余センター

平成23年4月1日～平成28年3JJ31Fl

1 ；泉氏の森の森林、板絵J等の号野湾さに島きするj義務
2 
3 j泉氏の森の施設、言受綴の手ijf誌にfl!!ナi賎民の森の施設、 言受綴の主接待務理室及び雪る図義務イ簿書際芝き線草後案iこ塁号する業務

4 陶然体験型イベントの主主主主iこ ”する
＊…ムページ等による漆長（／）霊員祭選内（！） 事設やイベント情報の提供！C:践す“0ら

6 5制掃を多様般の保全；こ書記長室し？と取り総みに義母ナミs~義務
7 削除等生t誌の幾（／）管翠上必重きと認める務総

長手間立）ft議員安清JJ'答者数 120, 00 O人以上
施設李ljf刃渡の議議波長芝 8 0%以上
務妻主体験場会イベント護主力住者の満足度 92%以上

年間。〉；綴設初版。波数 137, 98哲人
施設利用者のj商工住民E 9 2. 7%  
自然体験型イベント護主力01雪の満足度 9 5. 3ちも

指2主管型車絞め闘泌を下級 多裂の詩平｛悩
H25 H2詰 H25 日26

B B 

B B 

E主 A ＋ 

〈会成果災擦については、E与絡二の替植をの交手満物l]f自波足芝数（ (120, 000人） 、指遊施標具設でを利含日用擦め者たをのと約縫瀦戒簿E老謀し議後言て受(80%) 、El然体験笠イベント参主 主主 92%）の全ての いる。
霊安議議事宇・後裁木、芝生号事 物管王壌を併資額JElこ三集結し、 含 孝立 にdコいて
弘、波及の点検、保守点検、日常点検やt務総会透lEIこ実権しており、可証1!君考会l］会余計長
i畿iこ手ljJ司できる環者境数を整えている。
立の長年絡燃の古賀霊堂利用 は、ホームベ…ジ警察によるよ友殺やさ多くのイベントをき尊絡する々 と？

然、利fll若手が増加し、また、 ヲピ…タ…の主設会話忠実主祭逢売立の要因であると恩われ

③さ5命イベントについては、観察会等の白書全体験型選イベントやものづくり、展示会等も含め
て、闘機1i:火悩iこ上沼る12吉田のイベント会話話機し り、殺極的に自然とふれあう機
会主主供しているの
⑤施設事UY結後刺繍廷I.ti立怨さ撃を達成するとともに お年度互の数僚も上回った。これ1土手：せ
用若干のために必慾必修繕号事の対策を、 !JP座iこ率先して千？っていることが効果を議してい
ると怠われる。しかし、主主殺の老朽化は否めないととから、今後もお々の見湿りや修繕
など、十ボ分な愛会対策委？費支る必要があるc

⑤公言翼 ラごノデイプの fモヲメイト」と協働で植物（キンラン、ササユリ）の保護活動
を行うとといこ、生物千3す事務っ長後て令維持する観点から、 「モヲメイトj を給与う、港草案住民と
言急事象して森林0）整備を いる
⑦業務め執行体育惑については、事務分担・責任の所主主を務総にするとともに、総当者を
ヱド所；こ2名、き究員長宅然李総災害緩事務や所に4~島記澄している。 また、危機ミ雪渓；こ察署しても、 マニュ
アノシを作成し、際 公閣内での毒事故対応及び報合体級建子王子お・徐Flともに整備
し、遠切に対応しており、今後も総統していく必婆がふる。
③和!Jf若者の二一ズにあった公議週後王壌を適切に実施したことにより、王手泌総午、皮において
も25年度に続き全ての悶際会注意成し、森林、潔境学習のための利用殺の士強力日や、より良
いサービスの提供につ2なげられたと葉言える。今後も引き続き、安全・安心々公闘を維持
するための取組みが必要である食

※｝築め好機について
号李総議義務0)委主主義主夫次：指定管理者の幾臼言平仰と問じ言平価とした。
務総の弟iJfll状況：指定管理者の自己採イ耐と附じ百平t聞とした。
民主主柱問機及びその業主義：指定f著書筆者の闘 C'..~平似と閉じ3手紙としたー



施設の名称

治家宝普潔著者

指定綴罪悪

業務の内容

成巣呂榛

露支喜義毘毛筆！こ
ま守するき葉緩
｛平成26年度〕

議事｛滋Z費関の内容

す1轍管来II理倒憲炉章3十構世務i~の
3 成Ji』男7 問Eそ機の実績

燥の総括的な
評価

指定管理者が行う公の筋畿の管理翼状況報告く平成26年度分〉｛事霊祭｝

ょュE重県よ野森林公冨

伊賀察本宇組合

平成23年4月i日～平成28年3Jl31臼

1 森林公園の森林、織物毒事の務総iこ関する多義務
2 森林公園の施設、設備の綾子寺を豪華室次び喜多綴iこ擬する業務
3 森林公園の施設、設備の京i]ffl＇こ議選ずる幾豪華
4 陶然体験型イベントの主主主蓄に襲警ナミ5~潟義務
日 オミ…ムページ等によ夜る森遅重林し？公と童言語文内必 然際線やイベント情報の提供に悶する
6 会主物多絞殺の保全iこ 総iと閥、ず<53義務
7 ぷその他の主義林公E霊安〉誉理上必要さと緩めQ~最善奪

年古装置間受理3可）jj燃議え絞苦新；；：液努若凝手数変
7 3, 0 0 0人以上
80%以上

ぬ然体験禁芝イベント参加者の満足度 92%以上

年織の主主霊堂潟Jf詩還を委主 78, 179人
主主言金利用者O)y務処皮 7 6. 5事
自然体験型イベント努力日容の満足度 ヨ3弓 2事

指定管潔絞め闘 B~率音頭 l壊の読料問
H2o H26 日25 H26 

B B 

B B 

B c 
QJ足立系図襲撃については、年i簡の主義賞受利F持者闘機数（73,000人）及び自然体験きさイベント
ザ〉瀦之主/J(〔き2号も〉 につい3てポはイ国ン際ト会の主義綴目立加しはてあいるが、 施設の手当F答者命治.！H霊（事例会〉 ；こ
ついては、鈴年度より0. ったものの、宮擦をと渓必ずることができ
？主かった。
R芸築オ本・絞殺木、芝生等の椋物管理望新潟lEIこ災主義して主宰号、 fiJ尽き主設についても然守点
検、日常点検や清掃を適正に尖施し、災問殺が安全で発注蓄に利用できる重量総合後えてい
る
③総本本公B期利用のために、ホ｝ムペ｝ジ、誌を芸家後事義まきや新関空宇のマスコミを活用した後
手続発僚会干選者極的に行っている。
Eむ施首木貴製利主F刊義誌？のi議尽き主について民擦を主室長立できていない褒阪としては、施設の老朽化、
特lζ 絞め請を朽化会2顕著でみること、水｛援の綴オ＜Iとよりトイレの利用制限があった
こと絡が彩燃していると考えられる。平成26匁E支えミiこは、燃において老朽化した木浅の
猿備とトイレの議議水工事告と行っ？と－ことから、今後び）j筒よ註E支の向上iこ寄与するものと忠、必
れる。綴霊堂警警湾襲詰まにおいては、チェックリストを邪Jf刊した主主刻点検空卒、今後もさらに利
思考古＇'i設さみに泌総会第j浴できるように管理するとともに、 I筒J'il:/J(向上iこ；郎？努カする必
要がある。
③イベントについては、義革議宅金号事の自然体験型イベントやものづくり、還を示会等色合吟
て、呂擦の24[j)をふ殴Q41@)<1>イベントを開催しており、老議機会きに路室長とふれあう壌を

苦＠言然業務している。
執行体持活については、毒事務分担・責任の夜夜を号丹後危機にす管綴るとともに、森林公雷管

理事務夜に所、長自1~、害鵬や首公6.~議l綴5名内告と百日澄事事故している。 また、 に移譲しでも、マニュア
／むを作成し、 然災 での 対応及び幸襲警体総を淡路.1徐殺ともに整備、実
絡しており、今後も継続してもらいたい。
⑦不足立26年度は、年閉め事ljf詩翁委主3えびお然体験受イベントの？絡i毛皮<1)闘機i立送業成できた
が、施設利用者の満足度i玄関さ撃が主寒波できなかったため、アンケート等 より怠らに事j
用者ニーズを把握し、主主設管緩やイベント滋滋iこ反映するとともに、引き総数字ljj羽詰？に
まとさ位、安心な空間を提供できるよう費支号緩んでいく必要がある。

※F裂の苦手織について
後幾多韓署警の実施状況．祭主主繁理塁手の闘と：，~事側と附 c~平価とした0
3範絞め李lj問状況：総定管理者の自己5平総と附じ3平仰とした。
成主義隊参震災びぞの災緩：指定管理主殺の自己百平仰と｜吟じ百平仰とした。
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( 5）三重県民の森及び三重県上野森林公園に係る指定管理候補者の

選定過程の状況について

1 概要

三重県民の森及び三重県上野森林公園については、平成28年3月末で現在の

指定管理者の指定管理期聞が終了することから、次期指定管理者の公Eかつ適E
な選定のため、外部の有識者等で構成する「三重県民の森及び三重県上野森林公

園指定管理者選定委員会」を設置しました。

平成27年8月 11日に開催された第 1回選定委員会において、審査基準や配

点表を決定し、現在、指定管理者の募集を行っています。

2 進捗状況

8月11日

9月1日～9月 18日

9月28日

9月29日～ 10月2日

第1回選定委員会開催（審査基準及び配点表の決定）

募集要項の配布

現地説明会の開催

募集要項等に対する質問の受付

3 選定委員（順不同・敬称略）

委員長 石川知明 （三重大学教授）

委員 赤木邦男 （弁護士）

委員 岩田広子 （公認会計士）

委員 小林ゆかり（株式会社百五経済研究所研究員）

委員 下村和恵 （四日市自然保護推進委員会委員）

委員 保黒時男 （公募委員）

4 今後の予定

( 1 ）申請書の受付

次の日程で申請書の受付を行います。

1 0月9日～ 10月 16日

( 2）指定管理候補者の決定

平成27年 10月28日に第2回選定委員会の開催を予定しており、ヒアリ

ング及び審査基準に基づく最終審査を踏まえ、次期指定管理候補者を選定しま

す。

( 3）指定管理者の指定

平成27年第2固定例会 11月定例月会議の議決を経て、次期指定管理者を

指定します。

(4）協定の締結

平成28年 3月末までに、次期指定管理者と施設の管理に関する協定を締結

します。

( 5）指定期間

平成28年4月1日から平成33年 3月31日までの 5年間を予定してい

ます。
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＝~童累震の森指定後E援者審査基準

善章受凝固

1 善悪震の手筈家利下首め忍i豪
審査進議 総点 I E事務者Ai議室奇書BJ衛官費者C

ま

(j)替理運営由総合院主主築家書室÷

Rn聖書長目標と自己評f罷

号事会議｛塁悪徳｝自社会的責任

総務審面玄蚕豆藻東二議総
2車‘主事費量的議続車接、危陵t富所帯時
受滋銭感受宝受箆皇室

雪量緊君主草寺嗣事融発生時母対応等君主事護
審理

品、
融緩

⑥個人様線録音量

⑦務報告書毒

3 

4 雪量濯に係る盃憂あ蕩逐を

（主収支計画由稔'G/-(1)考え'Ji

4器級費母主主率化

小計

会計

均
一
同
一
時

iO 

10 

50 

15 

問
一
浅
川
一
時
一
時

15 

15 

10 

5 

125 

袋
詰
一
時

同
一
日
…
加
一
お
…
お

15 

15 

15 

15 

20 

225 

同
一
刊
一
叩

50 

均
一
拍
…
叩

20 

50 

500 
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(6）三三重義金を担う農業及び農村の活性化に関する基本計酉（中間業｝

等について

f三重県食な扱う農業及び義主村の活性化に関する条例（平成 22年 12月総定・地行）J 

に終づく基本言十緩について、本年度中の見直しに向けた作業を進めてい2去す。
これまで、農業主昔、食品関連事業主皆、有識者等 13よおで構成する基本音十断懇話会や本

委員会役中心iこ基本営十i園i索に関する議論議どいただき、基立食費1・量百｛中間案）をと取りまとめ

ました。

また、現行の基本計画にま議づく平成 26年波嫁策等の実施状況宏、 f平成総長ド皮災煽

状況報告J（別判官4）としてとり波止めました。

1 J基本計画懇話会の実施について

さ農家計画懇話会合平成27年 7jj 2日及び9月幻自に関催し、委員からいただいた

玄F主役踏まえ、築士ド言十磁〈中潤案）をとりまとめました。

（ミ認な殺兇）

①国内外絞路環拓（グロ…パルの視点〉だけではなく来護者へのアプローチも

②農業分妻子勺は人材不足が級事告ーであり、人材育成の加速化会主必要答

立警高議事化会主主慾校中山問地緩め災慾を踏まえ、毛筆い緩い守主を一育てる絡策と、集落営爆

の陣頭で進めることが必主主

＠；終滋農産品のブ、ランド化や戦略品闘のマーケティングなどを強化していくうえで、

2次、 3次霊童業とのコ…ディネートさどおう人材の育成・活用が重姿

⑤県内においては、県E室長義援ふ去もや6次主主要終化渓品の情報発信1Jが不十分であるため、

-:JC約かっ効果的なd情報発信方法を検討すべき

波 新たな基本計磁のや務案について

ヱド委主員会及び基ヰ王宮十麗懇話会においていただきました縁Fもに基づき、 4みの主主主ド施策

の展開について、以下のどおり基本努様裕様及び目標達成に向けた施策居室関の内容令と

りまとめ議した。

G基本施策 I 安全・安心な農産物の安定的な供給

農業i議出毒事額｛改訂］

②基本施策笠 食業の持続的な発撲をと支える幾多終構:il'をの務立

農畜産経営体における法人緩縁体数（累計）［改訂｝

＠務次総策E 地域の特性を生かした農村の振興と多務約機能の維持・発簿

iI1j漁村の交流入口

＠基本施策N 農業・藤村会起点とした新たな領値の創出

県E室長義林水産物を資いたいと感じる多重氏比率［改訂］

三室主県食をと担う運委芸誌及び農村の浴燃化に関する釜本計額（ct,:i荷案）について、概要は

覧IJ添 1-1, 1-2、詳総；主主IJ滞3のどおりです。
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3 今後の対応

今後、本委員会における議論や、基本書十闘終結会、市町や幾多総省、農業関係図像との

恵、見交換会、パブリックコメント等を実施し、いただいた意見を踏まえて基本計縦（最

終案〉を取り次どめ、本年 12月の委員会でお示ししたいと考えていますc

－平成27年 12fl最終案

－平成28年2月 議訴さ撲出

• ljZ英文28年 3月 策定
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(7）三重県農業服日 Cp （板称）の蓑定について

1 . El約

湾海トラブ地震が発生した場合、ヌドF誌においても県南部の大半と伊勢湾沿岸郊で緩皮

6弱、伊勢滋燦地減の沿岸部を中心に震主主65畿の主要れ左なり、農地および幾多能用締役に

大きな被苦手1?5託けることが想定されます。

南海トラブ地援の農業に関する被害については多綬にわたって想定されますが、その

中でも、特に練校による波容は面的に大きいだけでなく、被災する農業者、団体など綴

係者も多数に及び、後iおこも多大な時罪悪を援するなど＼本県農業の復興の最Z奪還さ謀総と
考えられることから、災後発生；こ備えた準備に取り組んでいくこどが重要ですc

このため、津波による被災幾地および農業用施設の速やかな後僚と円滑な営農湾問に

つながる体制整備や対策さと構築すA る考え方を示すものとして f三議泉幾多量緩BCP j 安

市町や農業団体等と連携を？凶りながら策定していきますむ

2 . lJJt絡の現状

隊内市町、 JAグ、／レープ、こと治改災弱体毒事の参函や学識者の協力者どいただき、禄波被

からの農業の復旧・復興に関寸る察側双究や意見交換を通じて、後！日‘復興に向けた

求Ji阪や技術などを整理するワ…タシ習ツブ合開催し、

( 1）徐波による被害想、定と必至要施設

(2）被災から営塁塁手干潟までの行経

(3〕議契約に行う対策

について検討さと行っているところです。 (l51J潟~2 暴露熊）

9）守16伐に閣僚し？と第1回ワークショッブでは、幾愛媛BCP策定を進めるにあた

っての論点、務総被害警（宮城県）での確認務攻絡について検討を行いました3

3. 今後の取組

今後、災害発生時の霊祭援護とその解決に至るまでO)j主体的取総について、東日本大震災

を経験し、津波被害事からの復興を進めている宮城燥において現地調査を行うとともに、

県内 1地区をモデル地区どし、 f三三霊祭農業版BCP j の内線について検討を行い、中

開業を作成していくこととしてい亥す。

さらに、県内各地における税務会の問機などを通じて、市町や幾多露関手本号事からの意見

いただき、今年度末までに「認さ重県農業版Bc p Jを策定することとしていますむ

くスケジュール＞

平成27年9 月 16日～

10月7日

10月ド匂
11月中下旬

12月 10B 

12月中下旬

平成初年 3月上旬

3）ヲヰコ

ワ…クショッブ穏健〈工～ 2［ヨ／見｝

議会常任委員会で殺事呈状況を説明

言Z域然へのき見泌総交

モデル治区｛伊勢子行内を予定）における検11iE

議会予言絞護室長造会でや開案を説明

察内各地における説明会、意見交換会等の開催

議会常任委員会で綾終案を説明

農業絞Bc P策定
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( 8）島獣護審治状況について

1 平成26若手店主被害等の状況

( 1 ）農林水産被害寄金額（H26: 557, 606千円、持25: 628. 754 "f 向｝

平成 26年度の聖子生鳥獣による幾林水産被機会額は、前年波より約 7千万円

減少し、約 5億 5f8百万円となり、平成訂正手主主観療の S億円以下を達成し

設した。

繁華議室ljの前年度どの沈毅では、幾多義、林業及び＊ の全てにおいて減少

していけ

被害金額が減少した姿閃としては、幾多障では、集落ぐるみの被害対策の殴

絶や侵入防波織の整備が一定の効果をあげたこと、塁手金獣の繍獲頭数が事務会詳

したこと、林業においては、議長率等紡j上柵の繋｛議会主一定の効果をあげたこと、

などがまちげられ設す。水産業においても、内オく泌漁協がかかし、花火、糸張

り毒事による防！珠を爽嫁したことなどが婆おと考えられます。

( 2）野生鳥獣の様獲数 (H26: (i)33. 280鎖骨643羽‘ H25；窃27,582頭②805務｝

ω平成 26年波のイノシシ、エニホンジカ、ご二ぶンザ／レの 3獣綴の持獲霊議委主は、

前年度を約 5, 7 0 0頭上回る約 3万 3ヂ綴となり、捕獲が滋みました。特

に、有害捕獲許可による捕獲数が大きく徐びてい殺すロ

窃カワウの祷獲数については、前年度より 16 2羽減少し、 6435J)jでした。

2 今後の対応

農林水芸家被言寄金額については、減少しているものの、住民の立子会主 f獄後が

滋少した」と感じられるまでには至っていま仕ん。そのため、今後も重点的

に獣嘗対策に取り総んでいく必要さがあります。

で、は、引き：統合、獣害につよい集落づくりの滋総を進めることに加え、

捕獲カの強化に向けて、常貯金3策定する捕獲促進プランの推進に取り綴むと

ともに、市町等との役割分担金明確にし、系による捕獲宅事事業を実施］.，， ·~まず。

特に、被害警の火きいニホンザノレ対策については、 ICT惑と浴用した大幾繍獲

による個体議室線数と、地域住民の追い払いによって、サルの群れをコントロ

…ルできるととが災自Eされました。今後、実託給条を市町とJ名手Fし、選1Eな

数管理計画のもと、大量掲獲さ事により、サJvの妻子ぬれをコントロ…んするこ

とで、被害子減少を図っていきます。

林業でi土、シカ被害撃が森林所有者の再造林窓護士を大きく減退させているととから、獣

害防護櫛の綾織による植栽＊等の保護を進めるどともに、林業研究所では、シカのゑゑ

筏度推定；こさ毒づいた効果的な防護施設の設援方法等について、研究そ進めていき亥十。

水産業では、内水面漁協会主行う銃器による捕獲禁事の対策:a-支援するととも

に、最新のカワウ対策について情報収集等を行い、内水面漁協さと対象とした

研修会等において、情報提供を行っていきます。
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野生鳥獣による農林水康被害金額等の鍛移について〈三愛娘）

1農林水皇室被饗金額 ｛千円）

H17 トi18 トn告 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

被害警会事費計 475.491 429,480 584,831 714,598 780,500 751,067 820,885 701,085 自28,754 557,606 

望星1畢 ＼ 371,750 432,173 464,133 473,042 49広告86 3n.911 324、437 288.927 

イノシシ ＼ 145,670 126,452 145,947 194,241 ？事4,102 151,094 121,413 108,684 

ニホンジ先 ＼ 87,780 122,883 142,406 122,421 134,836 85,486 68，号18 58,959 

ニホンザル ＼ 11払740 150,346 14号『139 12号，898 144,302 124,288 108,879 97,248 

その他 ＼ 19,560 32,492 35,641 35,482 33,646 32，号43 26,127 24,036 

総雪量 ＼ 171,001 238,985 21書，937 266,475 284.430 264，詰74 255,668 229,607 

水E整然 ＼ 42，白書告 43,440 96,430 11匂550 3乳569 44,100 48,649 39β72 

‘圃雌 ，』S 副島剛院，、.，，，， J円，.，.開＇＂官、 Z同A 、押首長 ，咽B• 

H17 H18 H19 料20 H21 H22 H23 争；z4 H25 ト126

繍事筆頭数量十 11,331 13哩339 15.23合 1事，005 19.477 27,865 25,673 30,836 27,582 33，主語。

季寺署主 8,842 10,011 10,930 12.283 11,173 16.317 15,398 15,947 14,681 15,781 

苓言書 2,489 3,328 4,300 6,722 8,304 11,548 10,275 14.889 12,901 17,499 

イノシシ富十 S, 111 広97器 6,291 且262 7令434 11,119 9,735 11,930 9,401 11,781 

狩軍拡 4,077 4,720 4,768 5ヲ722 4,952 7,165 広告33 6,316 5,449 主113

有望書 l β34 1,258 1,523 2,540 2.4自2 3,954 3,1自2 5,614 3,952 5守668

ニホンジカ音す 5,730 6,4 71 7,979 9,662 10 979 15,393 14,790 17,529 17,148 19,757 

1守器量 4,765 5,291 6, 1'62 6,561 6,221 9,152 自，765 9,631 9,232 9,668 

有望書 965 1,180 1,817 3,101 4,75草 6,241 広告25 7,898 7,916 10,089 

ニホンザル絞 49日 890 96告 1,0量1 1,064 1 353 1,14語 1,377 仁033 1,742 

き守幸義

有害 490 890 960 1,081 1,064 1,353 1,148 1,377 1,033 1,742 

カワウ富十 425 641 789 号12 786 693 813 736 805 643 

狩事長 15 23 19 Z書 8 10 12 3 

場事警護 425 641 774 889 767 665 805 726 793 640 
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( 9 ）みえ森と繰の 県 民 税 評 価 委 員 会 の 答 申 に つ い て

1 平成 27年度みえ森と緑の県民税鋒儀委員会の環催状況

平成 27年 7月 14日lこ開催しました第 1泊三／‘え森と緑の糸民税評側 A 
さ悶

において、本成 25年度及び 26年度のさま金考察裟についての実績を報公し、平

成 27停 8fl 4日に繍催しました第 2的苦手織委委員会において、評価等ない

き、平成 27年 9Jl 11日付けで三重露系知iおまちでに答$をいただきました。

2 みえ森と緑の害義渓税務儀委員会の評価の考え方（別締4参照｝

評価委員会の符綴ば、 10名の委員により年度)Ji].幾多選別に取組を言李総？る

こととしています。

評価の視点として、次の 3点会設けていますc

包有効性： R的に対して内容、結果が効果的であったか。

昏効率性：費用の観点から執行方法が効率的であったか

③公義性：目的や内若手が公主義的であったが。

これら 3つの評価の視点ごとに、若手委員がA （取組が特に優れているもの）、

日（取組の継続が妥当なものλc（望主総に改善が必要なもの）マ判定し、そ

のわlj~友会点数化したあと合計し、平均伎を算出して判定基準に

の評価j としてA、B、Cのおljl殺をしています。また、

f評i随

｛随 よる総合評価Jとしてこコメントをどいただいていますむ

3 f欝綴番号食会の評価」及び「評価委員会による総合評僅J（溺務4毒事終）

平成 25£手渡の 5事業、平成 26年度の 72務員長め合計？？事業の採点による

「評価委員会の評価j は全て fB j 半iJjさとなり乏した。あわせて！評価委

会による総合評側Jとして様々なご意見をいただ含ました。

いただいた主々ご設Je,i立、次のとおりでし 1~ ，

①税の広報に鱒しての意見

みえ森と殺の然災税17)認知度を高めたことは秤イ衝に依するが、森林・林

業関係者以外17)認知淡・緩解度が高まるよう、広報告と餓1殺されるとともに、

事業実施の減条橋効3整合燃民iと共有する場の創出安関られたいφ

霊長災害警に強い森林づくり推進事業に腐しての意見

該事業は、下流域のまと会機係に効果的な事業であり、モニタリングの

休館lj；を整えられつつある点告と評｛泌する。今後；立、整備後の変化や効果、望号

F持立す効果などが県民にわかりやすく TIT複化されるよう取り紛まれたいG

17 



5島市町交付金事業に関しての滋兇

徐氏等が主体となった泉山の滋燃や、森林環境教？ぎの機会最初出など、地

域の災情に応じた多様な取組が災絡されたことは評鏑ずるロしかし、森林

務係書事について、単価の設定核燃が母号線でないものや、一部の幾多能爽施方

法について、有効性や効率性、公主主伎の検討が不十分な取組も見られ，u

今後、市町に対して事業を実務ずる慾畿をと浸透させるとともに、市町が

有効かっ効議終的ft.泰塁走を実きをできるよう指導されたい。

④森を育む人づくりサポート体制整備署慎重量に関しての意見

森林環境教育総務者の人材育成の取組や、 f森の号主んせいjの活動会主広

ってきていることは評価できるが、森林インストラクタ｝養戎講座の受講

者数が少ないなど、幾多終の効巣について疑問がさ投じるものは見直しが必婆

である c

今後も学校どの逮携を深めていくとともに、浴室誌のさ誘惑と学校だけではな

く、より広く地域へ展繍 2'れるよう取り組まれたいG

4 今後の対応について

今回の答申の結果について、 9）守口日に県のホームページに掲裁し公差をする

とどもに、市主！？の担当 4者への情報炎換会を開催し、評価委員会からいただいた

Fもさど今後の：事業iこ反攻するよう指導し決した。

奪三議の成長毛や効果を県民の皆さんに胤知ずることが重要なことから、今後も

？？？露7と漆携して各穣会合やイベント問機雲寺撃事の機会を李IH号し、税：多芸誌の災緩や

費支総状況さど鋭明ずるほか、ホームページや広綴誌、市町の持つケ｝ブ／レテレビ

などの広報議総など、様々な媒体を活F怒して幾多議長主主義の情報発信に努めます。
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(10) f三重の森林づくり擬鮪状j児（平成26年震臨） J について

もりづくりについ』ての基本的な針磁（三震の森林づくり姦本計繍）に蒸づく施

策立〉災滅状況について、 「三重の森林づくり灸タ＇tlJ窓口条第6壌の規定に忍づ泳、毎

年一陪、然議会lこ報告し、公表することとされてい亥ずα

実施状況の概獲

1 基本方針 1 森林の多蕊釣機能の発揮

指標 i民符林の間伐実抱面積（平成1叫成からの緊計）

信機 ！平成立る年度 75,000ha 
一一一
実績 i平成26年皮 70, 698ha （単年度実績4,623ha)

｛打率成26年度の取組

i愛称事業等；こより 4,623haの間伐が実施され、平成 18 らの累言卜は70,698ha

となりましたが、問擦を滋成することができませんでした。

伐捨間伐から搬出関伐への転換による実猿面積の滋少に加え、議集本本塁窓備加速化・林

綾阿佐基金事業において湾伐主主対象外となったこと、冨檎治i幻惑数や森林総合研究所

議長林整備センターによる余波紋滋減努緩め実施面積が減少したことさ事が訴さ績が低位

とど支った姿国と考えられます。

(2）平成27年度の重量組

｜潟伐芸誌主義喜言積!l)増加を[i?Iるため、引き統合森林筋書室の集約化、路終整僚、言語性能率卒

業機械の導入など、搬出向伐の効黒字化.｛.ほとコスト化を促進するとともに、綬られた予

算さと効祭約；こ活用して森林整備を進めていき仇ヌ。

ごま？にあわぽて森林組合等林業事業体が森林所符者害事に施業提案をと行い、森林車装備

に対する；緩欲向上。合図Q取組を進めていき支す。

2 基本方針2

指標

自標

実績

林業の持続約発展

然主主事ぎ｛ス2rf.とノキ〉素材集室主議

II彩成26総長支 369千nf

！平成2がド皮 315千nf

( 1 ）平成26年度の書量級

森林の盟主邑化・絡多遣の条約化による搬出間伐の促進、 「ミ三緩めオミj認慈善善業者等が

行う PR活動への支援者事を行い設したが、平成 26年度わき経緩は31ヌ:15チnfにとどま

り、 障を哀を達成することができま殺んwごしたG

施議選の集約化などにより搬出向伐のゑ皇室性の向上iこ取り総んでいますが、木材価格

が低く~又主主役得にくいことや、機殺後♂コ資季字経費を競えないため、森林所有者の伐採

意欲が向上しないことなどが要国と考えられ亥す。

(2）平成27~手段の取組

路網整備や英語校熊本本業機械の導入者事による木材余波の低コスト化に加え、手手法林及び

育林経費を低減ナる依コスト造林の推進によりお伐な促進し、素材生産量のま襲火さと路り

ます。
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た、！祭内で操業を開始しだ;f；嫁パイヌトザス発電所へのチップの決定供給々、察内外

の製材：：広場等と協定を締結し、響需要書光治＇＊める規格・数量の木材を供給十るシステム販

り総みます。さらに、公共建築物毒事の木造・木質化、木材の輸出やCLT毒事燥注

に向けた取組を進めます。

3 基本方針3

指機

関擦

実緩

森林文化及び森林環境教育の緩輿

森林文化・森林環境教育議議事務数及び活動同数
匂……イ

平成26年度 指導者数610人

戦成お年度 623人

活動回数l,900回

r, 903@! 二ゴ
( 1 ）平成26年震の費量級

森林環境教交の務毒事務や森づくり活動者などを対象に、ンベノレ；こえ；じた研修会の喜善後

等を行った結果、指悪事お数は 623人となり目擦を達成しました。

ま？と、上野森林公闘や三滋県民の森での自然鏡察会の3葬儀や、議づくり推進員を配置

して学校における森林療機教育の災絡を働きかけるなど、様々ft立主総を行った結果、活

動関数は 1,903 固となり、隠様寄~J土問りました。

｛忽）平成27年度の取級

みえ森ど緑の県民税を活用し、祭休幾境教育の指導者や森づくり活動君子の一ずぎ成会行い

t：：：， 森づくり推進震による市町や学校毒事への活動支援を行うこと勺、市対によ

る森林意義者主教幸子の実漉を促進します3 こうした取組にかかるコーデ、ィネートや4；懇談、惨
殺ij文総・参議俗今季の総合窓口となる fみえ菜採づくりサポートセンタ－Jの平成 28年 4Jl 

掬設に向ft1とま斜機を進めます。

4 基本方針4 森林づくりへの県民参画の後謀長

指標 ｜森林づくりへの参加者数

棟
一
績

回
一
実

エド泌総長ド皮

平成26年度

29,000人
32,638人

( 1 ）平成 26年度の滋総

関係団体や企業等と

野森林公園等で0)t3 
して熊野市において終民参加の械樹祭会務催したほか、 j二

の開催、 「企業の森J活動の推進などにより、実績は

32,638人となり 13標金上切りました。

(2）王手完走行年度の取緩

タ義民参郊の横樹祭や森林づくりへの理解を深めるためのイベントの襲警催、企業等へ

の務報提供や技術支援、森林ボランティアへの技術・安全研修O)'j,,経路えとど、 1多様な主

体による森林づくりを支援します。

こうした取組に加え、みえ森と紋の然災税:a:-活用して森林づくりを支援十る体制繋

備を滋めることで、塁山や集要事j潟辺（／）森林綾i騒など、取組を拡大していき
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(11)三重県水産業網漁村撮興指針の晃重しについて

1 現状

県は、平成24年3月iこ f三霊祭永滋業・漁村援襲警指針Jを策定し、水産芸能の

成長緩業化絡に取り総んで、きましたが、 y主滋多義・話予、村を取り巻く状況は依然と

して厳しく、社会情勢の変化もえられることから、 「みえ県民カビジョン・繁

二次行動計議選〈佼総） Jの策定作業iこ合わせhて、指針のj¥l,寝室しを進めています。

見査しにあたっては、新指針が浜の芦を十分に反映したものとなるよう、漁

業者をはじめとす－｛：，関係者や有識者 800人を関標に殺見交換会行っているとこ

ろです。また、新撚議十には水産業・漁村の置かれた状況をと綴支え、現行指針に

はえごい、漁業種類別の取組の展開を記載しますc

2 三重県水産業・漁村綴輿指針の横成案

指針は、水産業・漁村告と取り零く情勢の変化や課題に対応するための取組に

ついて、施策の展開方向と 8燦愛媛め、その目標達成iこ向けた取組内議令記述

していきます。

（構成｝

1後指針策定の考え方

2建霊 水産業・漁村をめぞる情勢

策3支援 水産業・漁村のめざす漆

多奪4譲渡 今後の展開

1 織3授の展開

( 1 ）商い付加価値を生み出す水窪芸誌の善意立

(2）水波多誌のま設い手の薙保・育成

( 3 ）資源管緩 e漁場環境保全等の推進

(4）水E筆談畿の警察綴‘保全

2 漁業種綴jjljの真主総

第5章 言十濁の捻議室｛本総j

3 今後の方針

引き続き、関係者や有識者から綾兇告といただきながら、ヰ記長手 12Jj IT)常任委員

に向けてqi詞案を取りまとめ設す。その後、パブリッグコメント会爽摘する

して、平成28年 2月の常任委鼠会に疑終案をお示しする予定マ？に

（作業スケジュール）

平成27年 S月～ 漁業者、図体号事との意見交換（随時）

平成27年 12月

平成 27年 12月

平成 28年 2）ヲ

平成立さ年 3月

常任委員会｛指針中鶴一案）

パブラックコメント

常任委員会｛指針議長終衆）

策定
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(12）議港の防災対策（漁港網水産業BCP）について

1. 務状（資様、課題〉

i士、県内の津々浦々に 73の漁港とその背後に83の漁業集落が形成されて

います3 これら漁港・漁村l士、水産物の安定供給さと支える場であるばかりではなく、

活の場、さらには、海洋投レクリヱ｝ションや幾かえと自然にふれあう場などとして、

要な役者lを果たレてい五とすG また、産地$壌を手写する拠点漁港では、多くの市場関係者

が就労するほか、氷室薬物の流通拠点として、重豊富fJ:役割を＞t.患っています包

しかしながら、き議後・潟、村は沿岸部に形成されていることから、大規模災害が書きさとし

た場合には、芸大ぞと被害務会主主たじ、水深業を主とする地域総語専に大きな影響を与えること

となります。

之進擦の防災対策

家問本二大震災において、持投機、子打者語、加工場などの氷室室関議総数は波大な被害を受け

した。それらの施設の復旧はi緩んでいるものの、復i自に総当fJ:時締役凝したため、他

漁港への7）＜楊げが定着した楽などから、オド幾室おま震災前の 8離に企ど3主つ寸どいます。

このようなことから本県では、被災後の水産関連施設の早期復旧・復興会関るため、

被後必殺小限にとどめるための漁港・然、滋梅津施設の防災減災機能の強化に加えて、水

産業の主再燃湾問のたきちの手法を詩文り告発めておく幾多食継続計画（BCP）の策提言受幾i援し

ていきたいと考えています。

( 1 ）後害警の綬減iこi却すて

漁滋波紋については、地震・津波から主義j診や漁村を守る？ときち、防波堤の瀦上げ、

総重要強化隊緩の怒｛備などを進めるとともに、ぞ朽化し？と漁港施設の機能を保全ずる

ため、言十磁的に補修・改修を進めています。

漁港海岸については、伊勢湾台風クラスの潟淡・詩話機対策や耐震対策に加え、漁

港海岸の長寿命化事ど腐るための保全計蛮を策定してい仇フ。

また、今後i立、過当没後大クラスの南海トラフ地譲蓄により事寄生する津波（L1津波）

に対応していく必築会主義ちることから、 j索、港ごとに避難に必擦な時間等を考慮しなが

ら整備水準を検討しているところであり、現在、策定ゅの fi努然保全基本計蜜；で

i求、 Ll津波iこ対応し？と警察官畿を滋めていきたいと考えてい 。

(2）水産業の早期再開に向けて

＊送業の早期再開iこ向けでは、本年 1月に「漁港・漁港海岸における災害待の応

え急対策業務に演する協定」を全日本漁滋選挙設業協会と締結したとこかであり、 7月

は、持者、滋管理者や市場関係者など会対委員とした研修会を開催しまし

また、十べての県管理漁港において、主事緩ま菱沼会利用者の安全確保を図的どし？と、

漁滋BCP （事業議室統計画）を、また、火線機え立市場を有し地域経済に与える影響

が大ぎな漁港においては、生産から流i畿支ヤをどーつの業務と捉えた、水産量殺BCP

を策定し恥ていきたいと考えています。
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ぐE漁港BCP （漁港事業継統計臨）

ナべての鉄管理漁港において、漁港線設の王手期復旧を可能とする体総づくちゃ、

然、滋利用者の避難計画など、様、滋の卒業議後間と華社局者の安全の穣保護ケ際的とした、

評議滋BCFの策定に取り組み亥すね

は、三三木鴻漁港においてそデル約ぷ？漁港BCPiを策定するとともに「漁

滋BCP策定マニュアノレ（仮称）J合作成します。

平成28年皮からは、 f漁港Bc P策定γニエュアル（仮称、）Jを活用し、防災拠点主

漁港（舟越漁滋｛鳥沼市入波ljlJ漁港（滋燦子約、錦漁港（大紀町））から、終ミ誉理義務、

港での策定に取ち総ひとともに、市町管理漁滋での策定を支援していきたいと今え

ていまナ。

香水産業BCP (7]<題意識患者事業継続計画）

予言伊勢町の奈選総評議織において、水産Jyのモデル地域の綴窓会受け、本年度か

ら2ヶ年の予定で、 7kil援物の漁獲から出荷・流遂に巡る滋殺な一体的に捉えた水

深業Bc Pの策定に向けた検討が絡まりました。

• 9月 1日 「第l同拠点的控室滋(T)水産物流通；こ係る防災・減j反対策検討雪委員会」

① 平成27然皮務交の機要

② BC P滋Jfl.務11畿の実施内容について

③ 呂擦復；緩め絞支柱について

・9flI6R r第1呂奈屋浦地域におけるぷ廃物の生産・流通に係る業塁審議後綾検討

協議会j

CD 奈屋浦地域における水E援物の主主義変・流逮iこ係、る業務織統計鋭機

② 

＠ 

重要

石巻地域における復！日状況

還を屋浦地域でのBc F策定｛総本灸件17).確認）

※水産業Bc Pの概念図

rl ：植物の錦統還拠点における鵠継続開脚） ・f'1 

Hr①線機関蜘到し I 
HI …－ J…融研：E警官③艇場や糊崎鯨:I! 
Hとば平z ……………J 「i等の業務縫綴繍俗的11
'!I Ii l e・骨：；：－鴫，－－－－，1i 

HIR鵠の業務継続針閥的 11 I 〈一一一長－－－1I 
Ill、 ~堅持：：）I! i 
i.＼：.よ：－.~. ..，，；：.：：：：：：：－：.：：：：：－：；・ι~.：：－；：.－：.－：：.：：：：：：ごぷ，；；：ぷおtおふ市川，m…同時間－－…町四閉山…由叩叩山”1

（出典：水産庁「災害にき会いき急災地主義づくりガイドラインJより）
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(13) 各種帯端会等の審議状認の報告について

（写Z成27年6月313～有三成27年9Jl14臼）

（幾林水E盗容日）

1審議会毒事の名称 ：＝＝：.選係樹主主出家資議保全i向上後一険会

2 開催年月お 平成27年7.A 7 s伏）

3委員 ｛会主義援］三葉大学教授大野研他4名

1 祭木製直接支払（多面的機能文払幾多段、ヰコJlJ問地域宅事室接支払事業、

4諮情事項 ；欄椛醜業臨賄事業について

2 中山隠ふるさと水と土保全対策察議長について

多00的機青島支払事業、中山局地竣等産主義文私家議、潔境保全型農業酎妾

3瀦査審議結果 支払毒事業及び、仁川間ふるさと枕土保全対策輔の平成27年度事業計

厨について、緩滋していただき、適当と認められ亥
ヘ

6 微量雪

I i轍悼の翁称 みえ森と緑の県民説苦手｛船祭~~句会

2開後五手jヲ関 平成27年7月14日ω。
3 委主気 ［委員長｝三宮て学教授松村箆人総5名

4言書掲数項 平成25・26年度みえ森と絞ジコ終民税議革命事業の実施結果について

5講習室若手議結；祭；
平成25・26年度みえ森と縁0)9奈良税募金家芸美の実施結果について報告し、

常設見等ないただきました。

6備考

1審議会等の名称 I：＝＝：.霊長誤認然裁緩係委主審議会 自然環境部会

氏
。

平成27年7jj 21日伏）

｛部会主霊］や部隊昨4…トナーシップオフィス チ…ブブ]:Iデ3・｝サー

皐締洋子他5~お

みえ生物多本和生般違憲プランの改訂にっし

みえ生物多様性f筋合77ンの改訂骨子案について鋭明し、

きました。

2隠催竿丹羽

3 

4 ~議問泰正j芝

6 1崎
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1審議会毒事のよ名数： 三五室附肪卸売南場選制協議会

2詞｛窪年fl13 平成 27 7汚 21日（火）

3 雪雲気 I l会長｝東京芸義議大学長銭授内山智裕他附

4 ~設問察噴 綴主主管現者が行う公（！）総設の管理状況将校｛王手足む5年度予〉）について

ミミ議然地方領］売市主義の指定管理者でみるみえ中央市場マネジメント保弐

5調査審畿結果 会社の後怒撚兄（平成26＆峨分）；こ対するよ蜘評価案について、務議・ご

意見さとし •t::t：.会ネした

6 v穏考

1審畿会宅設ごの名称 みえを祭と緑の祭民税評価議会良会

2言語f窪年月日 平成立？接持Jl4日伏）

日委員 ［委員長］ 教授松村蔵人他8名

14諮問事項
平成25・26年度三与え森と線の県民税基金事選誌の鮒悩結果lこついて

2 平成27年緩みえ森と緑の燃間獲§！；ゴ食事業の言十爾について

1 lf:成25・26年皮みえ森と緑の終j民税基金事業の耕臨法主義について報告

5議選ま審議結果
L，、三宮見等をいた？と含ました。

2 7不成 27年度みえ綴と殺の際民税義食事殺の計額について報公しまし
十f」世。

6備考

1審議会等の名称 三還を係食の安全・安＇L後絡のための検1N会議

2開催年月日 平成 27 8）ヲ713絞り

!3出席委員 ｛会長］三重量大学教育学部教授磯部由香他9名

1 食の安全・安心の接取こ践して災施した施策に総ずる年次報告著書

4絡問事正頁 開守党26年度聡憾について

お 工ド成27年度ぎ交の安全・安心磁E保iこ！認する家業jこっし吋

1 1をの安全・安心の機保に閲して実絡した紘習をに関する年次報公善事

（平成26年度胸 （艶について、審議・ご窓凡さ事をいただき した。

5務査審樹液製 2 平成27生存度lこ実施する食の安玉三・安，i'.,q)童保に潟ナる事業iこっし吋、議室見
等をいただ会 したc

6 -0綴
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l 務議会奪事の名称 i三車畏襟林審議会

2 僚機会手.Jl13 

3 

4草書潤和議

5調資審議鋭繍

6 ~席考

平成27年8月10日開）

【会長I三.m:*学教授石川！刻現他14名

1 三重£森林づくり議本針慌の災施状況（'ff&26年度胸について

2 森林保全査陰の議議状況；こついて他

1 三重まの森林づくり基本計簡の爽齢制兄（平成26年毘援）につし

し、震え等合いただきました。

2 森林保全部会の審議状況iこついて報告子し求したc

1審議会等の名称 iミミ護霊泉氏の森＆ぴ三三重県上野森林公鐙指定後深草孝三議定委員会
2 演後年月日

!3 3委員

4絡間務頃

6 

1審議会毒事の名称

2療｛健全F-Jl13 

3委員

4諮問事頁

(5審議結果

6備考

平成幻均三8）守11日ωミ）
［委員長l：：：.笈犬繁教授石川知務総44'i

三車賦！］）議及び三勝上野掛字公園の指定管漣殺潔定にあたる審査基準

及ひ曹三尽き受3つ作足立に綴ずる家宅震について

三重県災の森及び三三宮室線上野森林公園の指定管理宥選出とあたる務遂基準

及て洛己認表己主雪震について説明し、意見等をいただきました。

三歳康森材審議会森林係全部会

一平成27年9月713 （月）

［部会長］三重大学教授石川総務総S名

手持伊勢町地内における彬盗涛発許可申音響について

関見LlJ撃を滋株式会社による南伊勢際了におけあ林地開発許可申請について毛筆

議していただき、主題当と認められました。

1漆議会号事の名称｜三阜県自然環境保念3審議会鳥獣部会

2機後生存.Jl閃

5澗盗軍陣織給見込

6 -0蒲考

平成27年9Jl 8 

【部会長］ －致事皇子呂政夫他δ名

第11次鳥獣保護軍雪選滋縫針溜め変更等について

［第11次鳥獣｛機管理機構夜棚iこついて、審議していただき、

i認められました
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